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論 文 内 容 の 要 旨

下顎骨の発生学的研究について従来多数の業績があり, 近年堀口, 山本, 岡田, 沼乱 小野, 崎山等の

興味ある業績が報告されている｡

これらの研究成果は各胎齢期における下顎骨の形態, 大きさおよびその化骨開始期などについて比較的

明瞭に詳細な点まで報告されている｡

一方福岡 (1946) は下顎骨の動脈系分布により, 堀口 (1959) は下顎管の発生過程について, また岡

田 (1959) はメッケル軟骨の発生学的研究により, さらに最近崎山 (1961) は下顎骨における骨髄造血の

様式を公表 していずれも下顎骨の形態は頃孔より前方部 (切歯部) と後方の骨休部および下顎枝の 3 部分

において, それぞれ特有な骨質性状を有するものであると述べている｡

下顎骨切歯部の解剖学的研究は山本 (1959) が多数の胎児を使用 して行なった切歯管の発生を主とした

ものが唯一であり, その他は成人に関する下顎骨研究の場合- 小部分として取り扱われているに過ぎない｡

そこで著者は切歯部の顎骨が発生する場合どのような経過をとって骨質の発育が行なわれ, しかもその

内容物である骨髄切歯管ならびに周囲諸組織との関連を追求 した｡ 研究材料は胎齢 1 か月～10か月までの

胎児18体の下顎骨をツエロイヂンに包埋 したものを適宜水平断, 矢状断あるいは前頭断の方向に厚さ約10

- 50〝の連続切片標本として大部分ヘマ トキシリンエオジン複染色法を行なって鏡検 した結果, 次のこと

を知ることができた｡

1) 下顎骨の発生初期頃においては網眼様の化骨性状を呈 しているが, その外側部には既に骨質内主幹

部が認められる｡

2) この骨質内主幹は次第に明瞭となり, 正中側は真直であるが後方 (頃孔側) になるほどその下端は

次第に屈曲して L 字形の骨柱となる｡

3) 胎生 2 か月の初期頃からL 字形上辺の下半部は他の部分よりも骨質の化骨性状が著明となる0 - 万

メッケル軟骨ほ乳中切歯部を中心として骨柱部に最も接近 しその部分から軟骨の変性が開始される｡
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4) メッケル軟骨の変性にともないその上縁においては水平に, 下線部は L 字形下辺骨柱に対 して平行

に骨質が形成される｡ また, 下縁骨柱部の上, 下方にはこれと平行に骨梁が添加され, 発育するにしたが

って正中側ほど外面に向って翻転する性状が著明となる｡

5) 以上のように軟骨上縁部に発育する骨梁は歯槽内板を形成 し軟骨下線部に発達するものには顎舌骨

防, 頃舌筋および頃舌骨筋等が付着するに至る｡ L 字形骨柱の上辺に対する下辺の屈曲皮は正中側ほど軽

く, むしろ外面に翻転する性状を有 し発育に伴なってこの部が頃結節部を形成するに至る｡

6) L 字形骨柱下辺とメッケル軟骨の下縁に沿うて派生する骨隆起との問に新生する骨梁群は最初はな

はだ劣勢でありその相互間に脈管神経の交通が認められるが胎生 4 か月以後になれば急速に骨梁の添加が

進んで比較的整った骨体となり, 正中部においては頃小骨が発達する｡

7) 幼若胎児の切歯部顎骨に見 られるK 字形骨柱の集合点の位置は L 字形上辺の下半部に相当し胎齢が

増加すると骨休部における下顎溝中隔に一致 し, これが髄腔化 して骨髄造血の頂進をなす部分となる｡

8) 切歯部の下顎溝中隔は乳犬歯下より正中側へ接近するにしたがって厚人となって静 脈管が分岐する

個所をなし, かつ骨髄造血巣の拡大する基点をなしているO

9) 切歯部骨質の発育速度およびメッケル軟骨の変性 (顎骨内埋没) 範囲によって同軟Iir十の S 字状屈曲

位が決定する｡ このため顎骨内に埋没するメッケル軟骨の最前方部は必然的に乳側切歯の下部に相当して

いる｡

10) 顎骨と筋組織の関係は下顎枝部ほど明瞭でないが頃結節相当部の骨梁は全て筋付着部に向かって

いる｡

論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨

著者は各胎令, 多数例の胎児の下顎骨の連続切片観察に基ずいて, 次のような知見を得た｡

メッケル軟骨上縁部に発育する骨梁は歯槽内板を形成 し, 下縁部に発育するものは, 顎舌骨筋, オ トガ

イ舌筋, オ トガイ舌骨筋の付着郡を形成 し, 下縁中央部のものは外面に翻転 し, オ トガイ粘節を形成する

ようになる｡ 切歯部の下顎溝中隔は乳犬歯から正中側- 接近するにしたがって厚大となり, 静脈管の分岐

個所となり, 骨髄造血巣の起点となる｡ 顎骨内に埋没, 変性するメッケル軟骨最前部は乳側切歯の下部に

相当するようになる｡ オ トガイ結節部の骨梁はすべて筋付着部に向うような配列方向をとっている｡

以上の研究は従来系統的な研究に欠けていたヒト下顎骨切歯部およびその骨梁の発生状況を明らかにし

たもので, 学術上有益であり本論文は医学博士の学位論文として価値あるものと認定する｡
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